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㸰㹅㸰㸯�

研究者の国際移動の㏣㊧ 

ؐ㧗⿕ᘬ用論文⏕産ᙧ態の≉ᚩؐ 

 
 ᒣୗ Ὀᘯ，ྜྷỌ 大♸（ᒣᙧ大学）ۑ

 

 

 
1. はじめに 

 計量書誌学はࠊ科学技術政策研究における㔜要なࢶールであるがࠊ研究者の経Ṕ（移動Ṕ）ྲྀࡸᚓし

たຓ成㔠と研究アウトプットの関連性のᢕᥱにはこれまで༑分に活用されてこなかった。ࡑれは研究者

のプロフ࢕ールࠊࡸㅰ㎡などの情報が書誌事㡯にྵまれないことによる。๓者は 5esearcherID ➼のᬑ

及により長期的にゎᾘされるྍ⬟性があるがࠊまだ฼用者がከくないのが現状でありࠊᚋ者も近年:eb of 

Science のレࢥードにおけるㅰ㎡が⣴ᘬされるようになったことによりࠊ新しいデータにࡘいては研究

に౑用されたຓ成㔠の分析がྍ⬟になっているがࠊ現᫬点では古いデータに対する⥙⨶的な付与はなさ

れていない。 

で公表されるୖࣈウ࢙ࠊためにࡴ⤌グㄢ題にྲྀりୖࠊ本研究ではࠊこでࡑ  CV ࡸ Google Scholor で提

౪される論文情報をྲྀり入れた計量書誌学分析ᡭἲをヨ行しࡑࠊの結果をホ౯する。㧗⿕ᘬ用論文著者

の情報をウ࢙ୖࣈの CV よりᢳฟして実施する分析にࡘいては2011ࠊ 年にすでに報告しているがࠊᘬ用

されない論文にまで対㇟を拡大したときにྠᵝの⢭ᗘがᚓられるかは定かではない。本研究ではࠊ研究

者の国際移動の論文⏕産࡬の影響とᙜヱ研究に౑用されたຓ成㔠のᢕᥱをࠊ㧗⿕ᘬ用論文とᘬ用されな

い論文にࡘいてヨみࠊ୧者の比較を行う。ࡑれを通じてࠊ研究者の経Ṕ及びຓ成状況にࡘいての分析方

ἲの開発・ホ౯を行うことを┠的とする。 

 

2. ౑用するデータと方ἲ論 

 本研究では2011ࠊ 年 1 月に͇:eb of Science͇よりダウンロードした͇Computer Science, $rtificial 

Intelligence͇分野の 2004㹼2006 年の論文データにᇶ࡙きࠊ⿕ᘬ用ୖ఩ 1�論文と⿕ᘬ用数 0の論文（ゼ

ロ⿕ᘬ用論文）をᢳฟして౑用する。๓者は対㇟論文すべてを౑用するがࠊᚋ者にࡘいては数がከいた

めࠊ඲論文の 1�に┦ᙜする数をランダムにᢳฟして౑用する。文献✀は͇$rticle͇のみを対㇟とする。

。ットୖで公開されているCV➼を活用して著者の経Ṕをᢳฟするࢿインターࠊいてࡘれの論文にࡒれࡑ

論文数の計算にはྛࠊ論文を著者数でᣨ分する分数カウントを౑用する。論文数はࠊ$ 国の機関にᒓす

る研究者による論文数 Ni�$�ࠊ$ 国ฟ㌟の研究者による論文数 No�$�ࠊ% 国ฟ㌟者が $国で⏕産した論文

数 Nc�$,%�にࡘいて㞟計を行う。著者のฟ㌟はࠊ学ኈ号ないし┦ᙜ学఩ྲྀᚓ国ないしฟ⏕国とする。ま

たࠊḢᕞ大㝣国にࡘいてはࠊ学ኈ号ྲྀᚓ国がグ載されておらずࠊಟኈ号ないし┦ᙜ学఩のྲྀᚓ国のみグ

載されているࢣースはࠊಟኈㄢ⛬までの୍㈏ㄢ⛬と見なす。୍方ࠊ研究で౑用されたຓ成㔠にࡘいての

情報はࠊGoogle Scholor ないしࠊᒣᙧ大学及び᪩✄田大学で฼用ྍ⬟な電子ジࣕーࢼルにಶ別にᙜたっ

てᢳฟしࠊ資㔠ຓ成者にࡘいては whole カウントを用いて㞟計する。 

 

3. 分析結果 

3.1 研究者の国際移動 

（㸯）著者ฟ㌟のุ明状況 

 㧗⿕ᘬ用論文 140 ௳のうࡕ分数カウントで 116.4 ௳（83.2�）にࡘいて著者ฟ㌟国がุ明したがࠊゼ

ロ⿕ᘬ用論文 137 ௳にࡘいては 85.4 ௳（62.3�）にṆまった。 

著者の所ᒓ機関にᇶ࡙く㧗⿕ᘬ用論文の発表国はୖࠊ఩から⡿国ࠊ୰国ࠊⱥ国ࠊ‴ྎࠊフランスの㡰

でありࠊ୰でも⡿国は 60 ௳㉸と量的にも✺ฟしている（ᅗ㸯）。୍方ࠊゼロ⿕ᘬ用論文の発表国を見る

とୖࠊ ఩からロシアࠊ⡿国ࠊカࢼダࠊイタࣜアࠊ୰国の㡰となりࠊ㧗⿕ᘬ用論文⏕産のሙ合と比較してࠊ

≉定の国によるᐻ༨ᗘはపい。またࠊ著者所ᒓのෆヂをみるとࠊ㧗⿕ᘬ用論文はࠊいずれの国の論文も

大༙において著者所ᒓがุ明しているがࠊゼロ⿕ᘬ用論文ではࠊ概してపくࠊ≉にロシアにࡘいては大

༙の著者にࡘいての情報がᚓられていない。ただしࠊ⡿国ࠊカࢼダࠊイタࣜア➼にࡘいてはࠊ比較的Ⰻ
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ዲに情報がᚓられている。 

 

 

 
ᅗ㸯 ྛ国の㧗⿕ᘬ用論文の著者ෆヂ     ᅗ㸰ྛ国のゼロ⿕ᘬ用論文の著者ෆヂ 

 

（㸰）㧗⿕ᘬ用論文著者とゼロ⿕ᘬ用論文著者の国際移動状況 

 ḟにࠊ㧗⿕ᘬ用論文とゼロ⿕ᘬ用論文の著者にࡘいてࠊ国際移動の状況を概観する。๓㏙の通りࠊゼ

ロᘬ用論文著者にࡘいてのデータはᤕᤊ⋡がపくࠊかࡘ系⤫的にᤕᤊされにくい国が存在するためࠊ必

ずしもṇ確なデータとは言えないがࠊᤕᤊྍ⬟な⠊ᅖでの結果にᇶ࡙き考ᐹする。 

 㧗⿕ᘬ用論文著者の国際移動がྛ国の論文⏕産に与える影響を見るとࠊ୰国・インドฟ㌟者が⡿国に

Ώ⯟して発表した論文がከいことがわかる（ᅗ３）。୧国ともḢ⡿を୰心にከくの研究者を౪⤥する人

材大国であるがࠊ୰国は自国においても⡿国にḟぐ㧗⿕ᘬ用論文を⏕産しているのに対しࠊインドは国

ෆでの㧗⿕ᘬ用論文⏕産はᴟめて㝈定的である。 

୍方ࠊゼロ⿕ᘬ用論文⏕産࡬の研究者国際移動の影響を見るとࠊ㧗⿕ᘬ用論文と比べて異動した研究

者による論文数も少なくࠊ移動パタン（⥺）の数もᅗ３と比べて少ない（ᅗ㸲）。Ni�$�はࠊᅗ㸰にも示

した通りࠊ㧗⿕ᘬ用論文を⏕産していないロシアが最ከであるがࠊ௚国ฟ㌟者の流入はࠊฟ㌟情報がᢕ

ᥱされている⠊ᅖでは見ᙜたらない。またࠊ㧗⿕ᘬ用論文⏕産においてはࠊ௚国࡬の研究者流ฟが┠立

イランなࠊラジルࣈࠊ日本ࠊいては大༙を自国で⏕産している。またࡘゼロ⿕ᘬ用論文にࠊインドはࡘ

ど㧗⿕ᘬ用論文を自国で⏕産していないከくの国がゼロ⿕ᘬ用論文⏕産に関与している。 

 

 
 

ᅗ３ 㧗⿕ᘬ用論文⏕産࡬の研究者国際移動の影響 
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ᅗ㸲 論文⏕産࡬の研究者国際移動の影響 

 

 

（３）ྛ国ฟ㌟者の状況 

 ḟにྛ国ฟ㌟者がどこで論文を⏕産しているかを分析する。ここではྛࠊ論文のうࡕ著者ฟ㌟のุ明

したもののみを㞟計するためࠊฟ㌟୙明者の動向ḟ第で結果は大きく変わるྍ⬟性がある。 

 㧗⿕ᘬ用論文ではࠊ⡿国・ྎ‴など少数の౛እを㝖きࠊ人材㍮ฟୖ఩国のከくが国እに人材を౪⤥し

ている。୍方ࠊゼロ⿕ᘬ用論文ではࠊ୰国・インドを㝖き論文の大༙が国ෆで⏕産されている。୰国は

㧗⿕ᘬ用論文もゼロ⿕ᘬ用論文もྠࡰ࡯比⋡で国ෆ⏕産しているがࠊインドは㧗⿕ᘬ用論文の࡯とࢇど

を国እ⏕産する୍方でࠊゼロ⿕ᘬ用論文は༙数⛬ᗘ国ෆ⏕産している。཮方ともアジアの人材౪⤥大国

であるがࠊ୰国は質の㧗い研究を国ෆで実施する体ไがより整っていると考えられる。⡿国は自国ฟ㌟

者の࡯とࢇどが㧗⿕ᘬ用論文を国ෆで⏕産しているがࠊゼロ⿕ᘬ用論文は୍定の๭合で国እ⏕産されて

いる。すなわࠊࡕ⡿国ではࠊ国ෆእのඃ⚽な研究者を㞟✚してインパクトの㧗い研究を実施する体ไが

確立されていることが示၀される。 

 

 
ᅗ㸳 㧗⿕ᘬ用論文におけるྛ国ฟ㌟者の所ᒓ ᅗ㸴 ゼロ⿕ᘬ用論文でのྛ国ฟ㌟者の所ᒓ 

 

3.2 ຓ成㔠情報のᢕᥱ 

 Google Scholar と㸰大学ᅗ書㤋のే用によりࠊ㧗⿕ᘬ用論文にࡘいては いࡘゼロ⿕ᘬ用論文にࠊ�99

ては70�の論文を཰㞟することができた。ຓ成㔠情報のグ載状況にࡘいてはࠊゼロ⿕ᘬ用論文原報の30㸣

がᮍ入ᡭであるにも関わらずࠊ㠀グ載๭合が㧗⿕ᘬ用論文と 10�ポイント⛬ᗘしか差がないことからࠊ

ᮍ入ᡭ論文の情報までྵめれば୧者は㏫㌿するものとᛮわれる。୍方ࠊ国እから流入した研究者と国ෆ

ฟ㌟研究者のࠊຓ成㔠のグ載状況を見るとࠊ国ෆฟ㌟者は㧗⿕ᘬ用論文とゼロ⿕ᘬ用論文でグ載⋡にあ

まり差がないがࠊ国際移動者にࡘいては㧗⿕ᘬ用論文 46�に対しࠊ㠀移動者 24�とࡰ࡯ಸの開きがある。

すなわࡕ㧗⿕ᘬ用論文を⏕産するプロジ࢙クトではࠊ国際移動者にも┤᥋的・㛫᥋的なᨭ᥼がなされて
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いるのに対しࠊプレゼンスのపいプロジ࢙クトでは国際移動者࡬のᨭ᥼が༑分になされていないྍ⬟性

がある。 

 

   
 

ᅗ㸴 ຓ成㔠情報のㅰ㎡࡬のグ載状況  ᅗ㸵 国際移動状況別のຓ成㔠情報グ載⋡ 

                      （ᮍ入ᡭ論文を㝖いた㞟計） 

 

4. まとめ 

 ≉定の分野にࡘいての㝈定された分析であり඲分野でྠ⢭ᗘでの結果がᚓられることをಖドするも

のではないがࠊ少なくともࠊ㧗⿕ᘬ用論文にࡘいては著者の経Ṕにᇶ࡙く分析がある⛬ᗘྍ⬟であるこ

とがわかった。ࡑれはࠊ分野の動向にᙉく影響する୍部の論文にࡘいてはࠊCV にᇶ࡙く分析が᭷用であ

ることを示၀するものである。ただしࠊᘬ用されない論文にࡘいてはࠊ系⤫的に情報をᢕᥱしにくい国

ࠊ分析結果にᙉいバイアスを与えているᜍれもある。㧗⿕ᘬ用論文のみではなくࠊルがありࢼジࣕーࡸ

඲論文から↓సⅭᢳฟするሙ合などにはࠊ≉にὀពが必要となる。 

またࠊGoogle Scholar と電子ジࣕーࢼルを用いることによりࠊ現状の :oS では୙ྍ⬟である䭧及的な

ㅰ㎡分析がࠊ㧗⿕ᘬ用論文にࡘいてはྍ⬟となることも示၀された。したがってࠊ（論文⏕産の面で）

成ຌしたプロジ࢙クトにࡘいてはࠊ発表論文を᳨⣴して」数プロジ࢙クトを比較ホ౯できるྍ⬟性があ

るがࡑࠊれにࡘいては別㏵᳨ドを行う必要がある。またࠊ本✏ではࠊ༢にຓ成㔠にࡘいてのグ載の᭷↓

のみྲྀりୖࡆたがࠊ௒ᚋは国ࡸຓ成機関のࢭクタࡈとの傾向にࡘいても分析を㐍める必要がある。 

本研究ではࠊあくまでも㧗⿕ᘬ用論文の≉性を見ฟすために比較対㇟としてゼロ⿕ᘬ用論文をྲྀりୖ

⏕定の国で㞟୰的に≉ࠊいてはある⛬ᗘ┠的を㐩したがࡘれにより㧗⿕ᘬ用論文の≉性ᢕᥱにࡑ。たࡆ

産されないゼロ⿕ᘬ用論文はከᵝでありࠊ性質にࡘいては୙明な点がከくࡑࠊのホ౯を行う際には౛え

ば以ୗにࡘいてより深く⌮ゎする必要があることもྠ᫬に示၀された。 

（㸯）「:oS でᘬ用されない」からと言ってᙜヱ論文が┿にᘬ用されていないのかࠊ཰㘓対㇟እの㞧誌

論文で（ከく）ᘬ用されているのかは୙明でありࡑࠊのホ౯にはὀពが必要である。本研究に

おいてࠊロシアはࠊ㧗⿕ᘬ用論文がなくࠊもっともከ数のゼロ⿕ᘬ用論文を≉定のジࣕーࢼル

で発表していることがุ明したがࠊこのようなジࣕーࢼルが国ෆでどのような఩置࡙けにある

のかはࠊ:oS のみでホ౯することは༴㝤とᛮわれる。 

（㸰）ゼロ⿕ᘬ用論文の著者情報は┦対的にᚓにくいがࡑࠊの要因としてはࠊ㧗⿕ᘬ用論文著者より

もプレゼンスがపくࠊ研究⫋にࡘいていない者がከいྍ⬟性もあるがࡑࠊの୍方で著者のᒃఫ

国の発信情報が少ないࠊⱥㄒでないために発信された情報がᤕᤊされていないࠊなどのᆅ域・

言ㄒバイアスの影響もྰ定できない。 

（３）ゼロ⿕ᘬ用論文ではࠊຓ成㔠情報のグ㏙が┦対的に少ないがࠊຓ成㔠をᚓていないのかࣈࠊロ

ックファンドで㐠Ⴀされているなどの要因でグ載されていないのかは୙明である。 

 著者の経Ṕにᇶ࡙く分析はࠊ通ᖖの計量書誌学研究ではᚓられないከくの示၀を与えるがࠊ�a�ከ大

な人ᡭを要することࠊ�b�CV をᚓࡸすい分野とᚓにくい分野があることࠊ�c�すべての公開された CV か

らඹ通の情報がᚓられるとは㝈らない点が࣎トルࢿックとなる。ᴟ端に論文ᙜたりの著者数がከくなくࠊ

かࡘ研究者情報発信の少ない産業ࢭクタ୰心ではない分野をὀព深く㑅ᢥすることでࠊ�a�と�b�にࡘい

てはከ少ゎỴされるがࠊより大つᶍな調査を実施するためにはࠊデータの体系的整ഛとฎ⌮の自動化が

୙ྍḞである。 




